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昨年末、知事らの逮
捕を受けて全国知事会

が、官製談合防止のた 最 大 の

ポイントめの指針をとりまとめ
。
、
ましたその指針では

①指名競争入札の早期
廃止と、②予定価格１

０００万以上に一般競
争入札の導入を求めて

います。私達も、同①
の廃止と②の導入を否

定するものではありま
せんが、防止策として

は、これだけでは不十
分であり、談合の防止

。、
は不可能です現実に

山形県が１０００万円
以上、京都府が２５０

０万円以上、埼玉県・
奈良県が５０００万円

以上を、それぞれ一般
競争入札にしています

が、いずれも平均落札
率が％以上であり、
90

談合を防止していると
はいえないからです。

当県も５０００万円以 上に導入していました
が，功を奏していなか

ったことはいうまでも
ないことです。なお、

功を奏しているといえ
るためには最低限、平

均落札率が宮城県や長
野県のように％以下80

になることです。
談合を防止するため

には「誰でもが参加で
、き、事前に誰が参加し

たかわからないような
制度」にすべきです。

そのためには、入札参
加業者数が最低でも
50

～１００社必要です。
それも、できるだけ広

い地域から参加できる
ようにすることです。

狭い範囲の業者に限る
と、事前に誰が参加す るか予測が可能となっ

て談合を誘発するから
です。和歌山県が施行して

いる一般競争入札は、
８つの地域に分けて、

狭い範囲にしている上
に一般競争入札に制
、
「

限」や「条件」を付け
て、入札に参加できる

業者を少数に絞る制度
となっています。多く

ても社程度しか参加
30

できないまやかしの一
般競争入札です。とり

わけ、これまでも談合
を誘発するとして当会

が、廃止を求めていた
地元業者を組み込む共

同企業体を入札の条件、
としていたシステムは

前知事に悪用されてい
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知事と公共調達委員会に

真に役立つ不正の防止策を提言
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